


【国保】

F-5 キネダック錠

《平成２５年２月１日新規》

《令和元年８月２９日更新》

○ 取扱い

原則として、「糖尿病」の傷病名のみでキネダック錠の投与は認められ

ない。

○ 取扱いの根拠

「効能・効果、用法・用量」には、「次の症状（糖化ヘモグロビンが高

値を示す場合）の改善／糖尿病性末梢神経障害に伴う自覚症状（しびれ感、

疼痛）、振動覚異常、心拍変動異常」と記載されており、「糖尿病性末梢神

経障害に伴う自覚症状（しびれ感、疼痛）、振動覚異常、心拍変動異常」

の明示がない、「糖尿病」のみでのキネダック錠の投与は認められない。


